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葉山町役場　〒240－0192　葉山町堀内2135　☎046－876－1111（代）　 046－876－1717（代）

の 公 表の 公 表 平成21年度下半期における予算の執行状況をお知らせします。（平成22年 3 月31日現在）
問合せ　財政課☎内線321・322

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 収入済額 収入割合

（％）
町税 5,814,913 57.4 5,901,400 101.5
地方譲与税 71,000 0.7 72,839 102.6
利子割交付金 29,000 0.3 24,492 84.5
配当割交付金 25,000 0.2 11,022 44.1
株式等譲渡所得割交付金 10,000 0.1 5,413 54.1
地方消費税交付金 210,000 2.1 227,256 108.2
ゴルフ場利用税交付金 24,000 0.2 22,989 95.8
自動車取得税交付金 55,000 0.5 42,539 77.3
地方特例交付金 78,208 0.8 76,485 97.8
地方交付税 52,013 0.5 50,536 97.2
交通安全対策特別交付金 5,500 0.1 5,284 96.1
分担金及び負担金 60,969 0.6 58,118 95.3
使用料及び手数料 187,006 1.8 166,498 89.0
国庫支出金 1,135,931 11.2 989,391 87.1
県支出金 611,767 6.0 429,719 70.2
財産収入 3,798 0.0 4,939 130.0
寄附金 103 0.0 105 101.9
繰入金 531,907 5.2 480,107 90.3
繰越金 575,594 5.7 575,595 100.0
諸収入 84,989 0.8 88,823 104.5
町債 568,398 5.6 305,115 53.7

合　　　　計 10,135,096 100.0 9,538,665 94.1

歳 入 （単位：千円）歳 出 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 支出済額 支出割合

（％）
議会費 186,337 1.8 181,939 97.6
総務費 2,288,335 22.6 2,053,621 89.7
民生費 2,269,289 22.4 2,039,205 89.9
衛生費 1,480,906 14.6 1,213,548 81.9
農林水産業費 46,426 0.5 38,696 83.3
商工費 133,148 1.3 99,814 75.0
土木費 1,326,486 13.1 1,146,456 86.4
消防費 625,472 6.2 550,323 88.0
教育費 1,151,467 11.4 929,574 80.7
災害復旧費 7,820 0.1 6,311 80.7
公債費 587,142 5.8 579,189 98.6
諸支出金 878 0.0 724 82.5
予備費 31,390 0.3 0 0.0
合　　　　計 10,135,096 100.0 8,839,400 87.2

・税負担額　町民 1人当り　　173,538円
　　　　　　町民 1世帯当り　416,899円
・予算額　　町民 1人当り　　302,468円
　　　　　　町民 1世帯当り　726,634円

人口　33,508人　　世帯　13,948世帯
（平成22年 3 月31日現在　住民基本台帳）

一 般 会 計 　一般会計歳入歳出予算は、87億8,432万 4 千円でスタートし、補正予算を加
えた予算現額は101億3,509万 6 千円となっています。
　このうち歳入は、95億3,866万 5 千円を収入済みで、収入割合は94.1％です。
　歳出は、87.2％にあたる88億3,940万円を支出しました。

特 別 会 計

国民健康保険 　国民健康保険特別会計歳入歳出予算は、34億1,427万 1 千円でスタートし、補正予
算を加えた予算現額は36億8,783万 9 千円となっています。
　歳入は、93.9％にあたる34億6,157万 1 千円を収入し、歳出は、87.9％にあたる32
億4,221万円を支出しました。

歳 入 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 収入済額 収入割合

（％）
国民健康保険料 1,096,562 29.7 1,012,076 92.3
使用料及び手数料 6 0.0 6 100.0
国庫支出金 705,797 19.1 634,751 89.9
療養給付費等交付金 139,791 3.8 168,375 120.4
前期高齢者交付金 779,665 21.1 714,693 91.7
県支出金 125,438 3.4 137,953 110.0
共同事業交付金 293,914 8.0 267,443 91.0
財産収入 1 0.0 98 9,800.0
繰入金 362,870 9.8 337,360 93.0
繰越金 183,319 5.0 183,319 100.0
諸収入 476 0.0 5,497 1,154.8
合　　　　計 3,687,839 100.0 3,461,571 93.9

歳 出 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 支出済額 支出割合

（％）
総務費 60,943 1.7 57,198 93.9
保険給付費 2,397,235 65.0 2,074,917 86.6
後期高齢者支援金等 453,151 12.3 415,419 91.7
前期高齢者納付金等 1,446 0.0 1,182 81.7
老人保健拠出金 71,276 1.9 65,329 91.7
介護納付金 175,807 4.8 160,651 91.4
共同事業拠出金 320,422 8.7 293,622 91.6
保健事業費 29,466 0.8 19,055 64.7
基金積立金 140,099 3.8 140,000 99.9
公債費 278 0.0 0 0.0
諸支出金 15,295 0.4 14,837 97.0
予備費 22,421 0.6 0 0.0
合　　　　計 3,687,839 100.0 3,242,210 87.9

保険料負担額　 1人当り　103,022円　　 1世帯当り　186,268円
予算額　　　　 1人当り　346,471円　　 1世帯当り　626,438円

被保険者　10,644人　　被保険者世帯　5,887世帯
（平成22年 3 月31日現在）
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集

財 政 状 況財 政 状 況
後期高齢者医療 　後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算は、 6 億8,216万 9 千円でスタートし、補正

予算を加えた予算現額は 6億8,431万 8 千円となっています。
　歳入は、92.1％にあたる 6 億3,018万 3 千円を収入し、歳出は、89.1％にあたる 6
億999万 3 千円を支出しました。

老 人 保 健 医療 　老人保健医療特別会計歳入歳出予算は、824万 2 千円でスタートし、補正予算を加
えた予算現額は3,465万 4 千円となっています。
　歳入は、112.1％にあたる3,884万 6 千円を収入し、歳出は、61.5％にあたる2,131
万 1 千円を支出しました。

介　護　保　険 　介護保険特別会計歳入歳出予算は、22億1,350万 8 千円でスタートし、補正予算を
加えた予算現額は22億8,299万 8 千円となっています。
　歳入は、89.2％にあたる20億3,727万 4 千円を収入し、歳出は、84.5％にあたる19
億2,977万 3 千円を支出しました。

歳 入 （単位：千円） 歳 出 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 収入済額 収入割合

（％）
後期高齢者医療保険料 405,481 59.3 360,408 88.9
使用料及び手数料 1 0.0 2 200.0
繰入金 267,130 39.0 258,094 96.6
繰越金 11,027 1.6 11,028 100.0
諸収入 679 0.1 651 95.9
合　　　　計 684,318 100.0 630,183 92.1

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 支出済額 支出割合

（％）
総務費 14,458 2.1 13,269 91.8
後期高齢者医療
広域連合納付金 668,121 97.6 596,259 89.2

公債費 109 0.0 0 0.0
諸支出金 627 0.1 465 74.2
予備費 1,003 0.1 0 0.0
合　　　　計 684,318 100.0 609,993 89.1

歳 入 （単位：千円） 歳 出 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 収入済額 収入割合

（％）
支払基金交付金 3,806 11.0 642 16.9
国庫支出金 2,401 6.9 10,342 430.7
県支出金 601 1.7 0 0.0
繰入金 616 1.8 0 0.0
繰越金 27,226 78.6 27,226 100.0
諸収入 4 0.0 636 15,900.0
合　　　　計 34,654 100.0 38,846 112.1

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 支出済額 支出割合

（％）
総務費 5 0.0 0 0.0
医療諸費 7,232 20.9 1,307 18.1
諸支出金 20,009 57.7 20,004 100.0
予備費 7,408 21.4 0 0.0
合　　　　計 34,654 100.0 21,311 61.5

歳 入 （単位：千円） 歳 出 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 収入済額 収入割合

（％）
介護保険料 455,679 20.0 466,847 102.5
使用料及び手数料 10,466 0.5 8,760 83.7
国庫支出金 426,396 18.7 369,491 86.7
支払基金交付金 631,286 27.7 540,541 85.6
県支出金 327,031 14.3 301,999 92.3
財産収入 60 0.0 59 98.3
繰入金 362,652 15.9 280,153 77.3
繰越金 69,323 3.0 69,323 100.0
諸収入 105 0.0 101 96.2
合　　　　計 2,282,998 100.0 2,037,274 89.2

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 支出済額 支出割合

（％）
総務費 66,289 2.9 59,272 89.4
保険給付費 2,095,151 91.8 1,813,864 86.6
保健福祉事業費 100 0.0 0 0.0
地域支援事業費 51,879 2.3 41,589 80.2
基金積立金 43,062 1.9 0 0.0
公債費 272 0.0 0 0.0
諸支出金 16,998 0.7 15,048 88.5
予備費 9,247 0.4 0 0.0
合　　　　計 2,282,998 100.0 1,929,773 84.5



4

広
報
は
や
ま
７
月
号

財務省
2，989，302千円
52．9％

（旧）日本郵政公社
1，303，640千円
23．1％

※地方公共団体
金融機構
289，121千円
5．1％

神奈川県
87，221千円
1．5％

銀行
478，796千円
8．5％

その他
499，953千円
8．9％

※地方公共団体金融機構
1，424，243千円
14．5％

財務省
7，547，755千円
77．0％

（旧）日本郵政公社
769，900千円
7．8％

神奈川県
66，648千円
0．7％

下 水 道 事 業 　下水道事業特別会計歳入歳出予算は、16億531万 3 千円でスタートし、補正予算を
加えた予算現額は17億8,015万 5 千円となっています。
　歳入は、81.4％にあたる14億4,942万 9 千円を収入し、歳出は、68.8％にあたる12
億2,523万 3 千円を支出しました。

町 債 の 現 在高 （平成22年 3 月31日現在）

1 　一般会計　計5,648,033千円
（ 1）目的別内訳

2　下水道事業特別会計　計9,808,546千円
　借入先別内訳

歳 入 （単位：千円） 歳 出 （単位：千円）

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 収入済額 収入割合

（％）
使用料及び手数料 209,808 11.8 170,581 81.3
国庫支出金 419,820 23.6 419,820 100.0
県支出金 20,590 1.2 4,088 19.9
繰入金 723,096 40.6 723,096 100.0
繰越金 67,839 3.8 67,839 100.0
諸収入 2 0.0 5 250.0
町債 339,000 19.0 64,000 18.9
合　　　　計 1,780,155 100.0 1,449,429 81.4

区　　　　　分 予算現額 構成比
（％） 支出済額 支出割合

（％）
総務費 267,020 15.0 195,394 73.2
事業費 833,923 46.9 366,518 44.0
公債費 664,755 37.3 663,321 99.8
予備費 14,457 0.8 0 0.0
合　　　　計 1,780,155 100.0 1,225,233 68.8

総務債 96，005（1．7％）96，005（1．7％）
388，227（6．9％）388，227（6．9％）

97，377（1．7％）97，377（1．7％）
74，722（1．3％）74，722（1．3％）
16，800（0．3％）16，800（0．3％）

345，618（6．1％）345，618（6．1％）
402，473（7．1％）402，473（7．1％）
395，035（7．0％）395，035（7．0％） 2，853，994（50．6％）2，853，994（50．6％）

931，444（16．5％）931，444（16．5％）
46，338（0．8％）46，338（0．8％）

0 600，000 1，200，000 1，800，000 2，400，000

民生債
衛生債

農林水産業債
商工債
土木債
消防債
教育債

臨時財政対策債
減税補てん債

臨時税収補てん債

千円

（ 2）借入先別内訳

町有財産の現在高 （平成22年 3 月31日現在）

種　　　　　　　別 現　　在　　高

公
有
財
産

土 地 1,095,227.34㎡

建 　 　 物 79,185.35㎡

物 　 　 権 105.75㎡

有 価 証 券 19,060,000円

出資による権利 49,985,837円

基　
　
　

金

定
額
基
金

基　　 金 170,829,321円

土　　 地 4,814.00㎡

積　 立　 基　 金 1,153,602,836円

葉山町役場　〒240－0192　葉山町堀内2135　☎046－876－1111（代）　 046－876－1717（代）

※ 地方公営等金融機構は、平成21年 6 月に地方公共団体金融
機構に改組されたため地方公共団体金融機構として区分。
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お
知
ら
せ

第
二
二
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

だ
さ
い
。

《
選
挙
公
報
》

　

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
し
ま

す
。

〜
新
聞
の
種
類
〜

　

 

朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
神
奈
川
・
東
京
・

産
経
・
日
本
経
済

※
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
人
は
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
公
共
施

設
や
金
融
機
関
・
商
店
等
に
も
「
選
挙

公
報
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
す
る
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

《
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
》

　

選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由

で
投
票
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
間
と
時
間

　

六
月
二
五
日（
金
）〜
七
月
十
日（
土
）

　

八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

○
場
所

　

葉
山
町
消
防
署
一
階
会
議
室

　

車
を
利
用
す
る
人
は
、
消
防
庁
舎
裏
の

駐
車
場
、
ま
た
は
役
場
駐
車
場
を
利
用
し

投
票
日　
　

七
月
一
一
日（
日
）

投
票
時
間　

七
時
〜
二
〇
時

投
票
所　

下
記
の
町
内
十
か
所

第
一
投
票
所
木
古
庭
会
館

第
二
投
票
所
上
山
口
会
館

第
三
投
票
所
下
山
口
会
館

第
四
投
票
所
旧
役
場
跡
地
仮
設
建
物

第
五
投
票
所
葉
山
町
役
場
一
階
ロ
ビ
ー

第
六
投
票
所
光
徳
寺
仮
設
建
物

第
七
投
票
所
堀
内
会
館
広
間

第
八
投
票
所
長
柄
下
会
館

第
九
投
票
所
長
柄
会
館
大
ホ
ー
ル

第
十
投
票
所
葉
桜
児
童
館
プ
レ
イ
ル
ー
ム

《
投
票
で
き
る
人
》

年
齢　

平
成
二
年
七
月
一
二
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

住
所　

平
成
二
二
年
三
月
二
三
日
ま
で
に

葉
山
町
に
住
民
登
録
（
転
入
届
）
を
し

た
人

《
投
票
案
内
》

　

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
を
各
世
帯

へ
郵
送
し
ま
す
。
二
人
連
記
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
各
自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く

て
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の

　

投
票
所
入
場
券

　
（
手
元
に
届
い
て
い
る
場
合
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
無
く
て
も
投

票
で
き
ま
す
。）

※
車
い
す
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
必
要

な
人
は
投
票
所
の
係
員
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

《
そ
の
他
》

○
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
で
町
外

へ
お
出
か
け
の
場
合
、
お
出
か
け
先
の

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
ご
利
用
は
、
あ
ら
か
じ
め

不
在
者
投
票
申
請
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
先
は
葉
山
町
選
挙
管
理

委
員
会
、
又
は
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
す
。（
投
票
用
紙
は
、
お
出

か
け
先
の
住
所
に
送
付
し
ま
す
。）

○
病
院
・
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
は
、

そ
の
施
設
等
が
不
在
者
投
票
施
設
に
指

定
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病

院
・
施
設
等
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
っ
て
い
て
下

記
の
条
件
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
郵
便
に
よ
る
投

票
を
す
る
た
め
に
は
委
員
会
が
発
行
す

る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
利
用
で
き
る
条
件
〜

・
身
体
障
害
者
手
帳

　
　

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害

　
　
　

：
一
級
も
し
く
は
二
級

　
　

 

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害

　
　
　

：
一
級
も
し
く
は
三
級

　

肝
臓
の
障
害
：
一
級
〜
三
級

　

免
疫
の
障
害
：
一
級
〜
三
級

・
戦
傷
病
者
手
帳

　
　

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害

　
　
　

：
特
別
項
症
〜
第
二
項
症

　
　

内
臓
機
能
の
障
害

　
　
　

：
特
別
項
症
〜
第
三
項
症

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
　
　

：
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
五

○
在
外
投
票

　

海
外
在
住
で
葉
山
町
の
在
外
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
、
在
外
選
挙
人
証
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
一
時
期
的
に
帰
国
し
て
い

る
人
は
、
第
五
投
票
所
（
葉
山
町
役
場
）

又
は
期
日
前
投
票
所
（
消
防
署
）
で
投
票

で
き
ま
す
。
投
票
の
際
は
、「
在
外
選
挙

人
証
」
が
必
要
で
す
の
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
☎
内
線
四
四
〇
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湘
南
国
際
村

　

湘
南
国
際
村
は
、
神
奈
川
県
が
中
心
に

な
り
、
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い

〝
緑
陰
滞
在
型
〞の
国
際
交
流
拠
点
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、平
成
六
年
に
開
村
し
ま
し
た
。

　

村
の
総
面
積
は
、
約
一
八
八
㌶
で
、
実

に
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
四
倍
近
い

広
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
こ
に
は
国
際
会
議
場
を
備
え
、

村
の
中
核
を
成
す
湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
、
地
球

環
境
戦
略
研
究
機
関
な
ど
の
研
究
施
設
や

企
業
の
宿
泊
型
研
修
施
設
な
ど
が
集
積
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
・
研
修
施
設

﹇
①
湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
﹈

　

村
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
る
中
心
的
な
施

設
で
、開
村
と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

国
際
会
議
場
を
は
じ
め
、
研
修
室
、
ホ
テ

ル
並
み
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
宿
泊
室
、

飲
食
施
設
な
ど
を
備
え
、
学
術
会
議
を
中

心
に
、
国
際
会
議
や
企
業
研
修
、
地
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、飲
食
施
設
や
宿
泊
施
設
は
、
個

人
を
は
じ
め
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
村
の
管
理
・
運
営
を
担

う
湘
南
国
際
村
協
会
や
か
な
が
わ
国
際
交

流
財
団
の
湘
南
国
際
村
学
術
研
究
セ
ン
タ

ー
も
入
居
し
て
い
ま
す
。

﹇
②
総
合
研
究
大
学
院
大
学
﹈

　

村
の
北
側
に
位
置
し
ま
す
。
学
問
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
先
端
的
な
研
究
を
行
う

国
内
初
の
大
学
院
大
学
で
、
平
成
七
年
に

大
学
本
部
が
湘
南
国
際
村
に
移
転
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
に
は
、
物
理
科
学
や
生
命
科

学
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
科
学
、
文
化

科
学
と
い
っ
た
各
研
究
科
が
、
国
立
天
文

台
や
国
立
民
族
学
博
物
館
な
ど
国
内
各
地

の
大
学
共
同
利
用
機
関
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
設
置
さ
れ
、
優
れ
た
研
究
者
の
養
成

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
大
学
本
部
の
葉

山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
先
導
科
学
研
究
科
が

置
か
れ
、
最
先
端
の
高
度
な
教
育
・
研
究

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
③
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
﹈

　

村
の
東
側
に
位
置
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
施
設
で
す
。
人
口
増

加
や
経
済
成
長
が
著
し
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
焦
点
を
あ
て
気
候
変
動
や
自
然
資
源

管
理
、
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
な
ど
の

様
々
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
実
践
的
か
つ

革
新
的
な
政
策
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

﹇
④
Ｉ
Ｐ
Ｃ
生
産
性
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
﹈

　

生
産
性
向
上
に
資
す
る
研
修
・
会
議
・

交
流
の
場
と
し
て
、
国
内
外
の
産
業
界
労

使
、
学
術
団
体
、
教
育
機
関
、
官
公
庁
を

主
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

神
奈
川
県
下
の
中
学
校
や
高
等
学
校
の
勉

強
合
宿
等
の
利
用
も
あ
り
、
毎
年
多
く
の

学
生
が
こ
の
施
設
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

﹇
⑤
中
央
福
祉
学
院
（
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
）﹈

　

社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
人
材
の
養
成
や

研
修
の
中
心
拠
点
と
し
て
、
平
成
七
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
〝
ロ
フ
ォ
ス（
ギ
リ
シ
ア
語
で
丘
の
意
）
湘

南
〞
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
社
会
福
祉
に

従
事
し
て
い
る
人
の
研
修
会
や
資
格
認
定

講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

設
立
以
来
、
地
元
貢
献
と
地
域
交
流
の
一

環
と
し
て
、
住
民
を
対
象
と
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
や
町
内
の
六
五
歳
以
上
の
人
を
対
象

と
し
た
寄
席
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
葉
山
エ
リ
ア
に
は
民
間
企
業

の
研
修
施
設
も
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ン
ケ
ル

の
湘
南
研
修
セ
ン
タ
ー
と
、
現
在
建
設
中

の
第
一
三
共
の
研
修
所
が
そ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
隣
接
の
横
須
賀
エ
リ
ア
に
も
数
多

く
の
企
業
研
修
所
が
あ
り
、
新
入
社
員
か

ら
幹
部
社
員
ま
で
、
年
間
を
通
し
て
多
彩

な
研
修
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

眼下に広がる湘南の海、景観も抜群

湘南国際村の今特集

　三浦半島のほぼ中央部、葉山と横須賀にまたがる丘陵地に広がる「湘南国際村」。村には時代の最先端を行く
研究機関や企業の研修施設などが数多く立地するほか、国際会議なども開かれ、国際交流の拠点として、国内外
から多くの人が訪れます。
　その一方で、地域に開かれた村づくりをめざし、湘南国際村フェスティバルや市民セミナーの開催など、地域
交流の活動も盛んです。
　豊かな緑に囲まれ、眼下に広がる青い海など、景観も素晴らしい「湘南国際村の今」を紹介しましょう。

国際色豊か、活発な研究・研修活動・地域交流も盛ん
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お
知
ら
せ

●
寄
附
の
概
要

　

第
一
三
共
㈱
よ
り
湘
南
国
際
村
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
維
持
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
「
ふ
る
さ
と
葉
山
み
ど
り
基
金
」
に

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内

の
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。（
写
真

は
目
録
贈
呈
の
様
子
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
外

灯
）。

●
新
施
設
に
聞
く
！

　

湘
南
国
際
村
の
葉
山
町
側
最
後
の
土
地
に

研
修
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
同

社
担
当
者
に
研
修
施
設
建
設
の
経
緯
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
。

－

葉
山
町
に
寄
附
を
し
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

地
域
貢
献
は
当
社
の
理
念
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
葉
山
町
の
自
然
維

持
な
ど
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
い
寄
附
を
い

た
し
ま
し
た
。

－

な
ぜ
、
葉
山
町
に
研
修
所
の
建
設
を
し
た

の
で
す
か
？

　

当
社
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
に
研
修
施
設
が

分
散
し
て
存
在
し
て
お
り
、
集
約
化
に
よ
る

効
率
化
が
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
新
た
な
研
修
拠
点
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
場
所
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
研
修
所
に
相
応
し

い
周
辺
環
境
と
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

湘
南
国
際
村
は
、「
二
一
世
紀
の
緑
陰
滞

在
型
の
国
際
交
流
拠
点
」
を
う
た
っ
て
い
る

通
り
、
都
心
部
や
空
港
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ

ス
も
良
好
で
、
緑
に
も
恵
ま
れ
た
閑
静
な
環

境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
社
の
イ
メ
ー
ジ
す

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ぴ
っ
た
り
な
場
所
で
し
た
。

　

特
に
今
回
建
設
す
る
葉
山
町
側
の
こ
の
地

は
、
富
士
山
や
江
ノ
島
を
一
望
で
き
、
海
外

社
員
も
多
く
利
用
す
る
こ
と
か
ら
日
本
を
感

じ
て
も
ら
う
に
は
最
高
の
場
所
で
す
。

－

施
設
は
ど
の
様
に
利
用
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　

宿
泊
施
設
は
一
九
〇
人
規
模
で
、
大
中
小

の
会
議
室
に
加
え
、
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

室
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
環
境
負
荷
低

減
を
目
指
し
た
施
設
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の
様
々
な
研
修
や

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
年
間
を
通
じ
て
、
絶
え

間
な
く
開
催
さ
れ
る
施
設
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

－

ど
ん
な
人
材
の
育
成
を
し
た
い
で
す
か
？

　

社
員
が
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
「
先

進
の
志
」「
誠
実
さ
」「
情
熱
」
と
い
う
三
つ

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
社
員
の
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
こ
の
三
つ

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
よ

う
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
育
成
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
革

新
的
な
医
薬
品
を
継
続
的
に
創
出
し
、
多
様

な
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医
薬
品
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
世
界
中
の
人
々
の
健
康
で
豊
か

な
生
活
に
貢
献
す
る
。」
と
い
う
企
業
理
念

を
実
践
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
が
活
躍

し
て
い
る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

湘
南
国
際
村
維
持
管
理
の
た
め
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

地
域
交
流

　

湘
南
国
際
村
で
は
地
域
に
開
か
れ
た
村

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域
と
交
流
し
、
振

興
を
支
援
す
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

﹇
湘
南
国
際
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹈

　

毎
年
、
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

期
間
中
（
三
〜
五
日
の
三
日
間
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
の
正
面
玄
関
前

を
中
心
に
、
広
い
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
講

演
会
や
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
物
産
展
な

ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
「
第
六
一
回
全
国
植
樹
祭
二
〇
一

〇
か
な
が
わ
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
一

つ
と
し
て
、
湘
南
国
際
村
で
植
樹
祭
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
会
場
内
で
特
別
講

演
会
や
苗
木
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
の
山
本
高
広
さ

ん
を
招
い
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
笑
い
イ
ベ
ン

ト
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
以
外
に
も
、
地
元
中

学
校
か
ら
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
、
地

域
の
高
齢
者
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
公
開

講
座
な
ど
各
施
設
独
自
で
催
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
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ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　

高
台
に
あ
る
湘
南
国
際
村
は
、
緑
が
い

っ
ぱ
い
。
湘
南
の
海
と
富
士
山
を
望
む
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誇
り
、
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

﹇
湘
南
国
際
村
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
﹈

　

こ
の
公
園
は
湘
南
国
際
村
を
横
断
す
る

公
園
で
、
も
っ
と
も
眺
め
の
良
い
場
所
の

一
つ
で
す
。
展
望
広
場
か
ら
は
、
相
模
湾

や
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
か
ら
の
夕
日
は
と
て
も
鮮
や
か

で
あ
り
、
相
模
湾
、
富
士
山
、
夕
日
の
組

み
合
わ
せ
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

更
に
、
毎
年
五
月
ご
ろ
に
は
、
植
栽
さ

れ
て
い
る
ツ
ツ
ジ
が
満
開
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
は
「
か
な
が
わ
の
花
の
名
所
百
選
」

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
横
須
賀
エ
リ
ア
内
の
よ
こ
す
か
水

道・水
の
広
場
に
あ
る
給
水
塔
も
、三
浦
半
島

の
突
端
か
ら
相
模
湾
、
東
京
湾
の
二
つ
の
海

ま
で
見
渡
せ
格
好
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

※
写
真
提
供
＝
湘
南
国
際
村
協
会
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湘南国際村グリーンパーク

【湘南国際村マップ】

※パンフレット「湘南国際村マップ」より


